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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月10日(2021.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下：
　a) 化合物IとしてのL-グルホシネート又はその塩；及び
　b) 化合物IIとしての少なくとも1種のプロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害
剤；
を含む除草剤混合物であって、L-グルホシネートが70重量％超のL-エナンチオマーを含む
、前記除草剤混合物。
【請求項２】
　化合物Iが、L-グルホシネート塩としてのL-グルホシネート-アンモニウム又はL-グルホ
シネート-ナトリウム、及び遊離酸としてのL-グルホシネートからなる群から選択される
、請求項１に記載の除草剤混合物。
【請求項３】
　化合物IがL-グルホシネート-アンモニウムである、請求項１に記載の除草剤混合物。
【請求項４】
　L-グルホシネートが、80重量％超、好ましくは90重量％超、さらにより好ましくは95重
量％のL-エナンチオマーを含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の除草剤混合物。
【請求項５】
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　請求項１～４のいずれか１項に記載の除草剤混合物であって、化合物IIが、トリフルジ
ムオキサジン、II-16：エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメ
チル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオ
キシ]アセテート(CAS 353292-31-6)、サフルフェナシル、チアフェナシル、スルフェント
ラゾン、アシフルオルフェン、アシフルオルフェン-ナトリウム、アザフェニジン、ベン
カルバゾン、ベンズフェンジゾン、ビフェノックス、ブタフェナシル、カルフェントラゾ
ン、カルフェントラゾン-エチル、クロルメトキシフェン、シニドン-エチル、フルアゾレ
ート、フルフェンピル、フルフェンピル-エチル、フルミクロラック、フルミクロラック-
ペンチル、フルミオキサジン、フルオログリコフェン、フルオログリコフェン-エチル、
フルチアセット、フルチアセット-メチル、ホメサフェン、ハロサフェン、ラクトフェン
、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オキシフルオルフェン、ペントキサゾン、プロフ
ルアゾール、ピラクロニル、ピラフルフェン、ピラフルフェン-エチル、チジアジミン、N
-エチル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1
-カルボキサミド(CAS 452098-92-9)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2,6-ジクロロ-4-ト
リフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 915396-4
3-9)、N-エチル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1
H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452099-05-7)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2-ク
ロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボ
キサミド(CAS 452100-03-7)、3-[7-フルオロ-3-オキソ-4-(プロパ-2-イニル)-3,4-ジヒド
ロ-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル]-1,5-ジメチル-6-チオキソ-[1,3,5]トリアジナン-
2,4-ジオン(CAS 451484-50-7)、2-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プロパ-2-イニル-3,
4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル)-4,5,6,7-テトラヒドロ-イソインドール-
1,3-ジオン(CAS 1300118-96-0)、1-メチル-6-トリフルオロメチル-3-(2,2,7-トリ-フルオ
ロ-3-オキソ-4-プロパ-2-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル)-1H-
ピリミジン-2,4-ジオン(CAS 1304113-05-0)及びメチル(E)-4-[2-クロロ-5-[4-クロロ-5-(
ジフルオロメトキシ)-1H-メチル-ピラゾール-3-イル]-4-フルオロ-フェノキシ]-3-メトキ
シ-ブタ-2-エノエート(CAS 948893-00-3)及び3-[7-クロロ-5-フルオロ-2-(トリフルオロ
メチル)-1H-ベンズイミダゾール-4-イル]-1-メチル-6-(トリフルオロメチル)-1H-ピリミ
ジン-2,4-ジオン(CAS 212754-02-4)、II-17：2-[2-クロロ-5-[3-クロロ-5-(トリフルオロ
メチル)-2-ピリジニル]-4-フルオロフェノキシ]-2-メトキシ-酢酸メチルエステル(CAS 19
70221-16-9)、II-18：2-[[3-[[3-クロロ-6-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(ト
リフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-5-フルオロ-2-ピリジニル]オキシ]-2-ピリジニ
ル]オキシ]-N-(メチルスルホニル)-アセトアミド(CAS 2158276-22-1)、II-19：2-[[3-[[3
-クロロ-6-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリ
ミジニル]-5-フルオロ-2-ピリジニル]オキシ]-2-ピリジニル]オキシ]-酢酸エチルエステ
ル(CAS 2158274-56-5)、II-20：2-[2-[[3-クロロ-6-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキ
ソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-5-フルオロ-2-ピリジニル]オキシ]フ
ェノキシ]-N-(メチルスルホニル)-アセトアミド(CAS 2158274-53-2)、II-21：2-[2-[[3-
クロロ-6-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミ
ジニル]-5-フルオロ-2-ピリジニル]オキシ]フェノキシ]-酢酸エチルエステル(CAS 215827
4-50-9)、II-22：エチル2-[[3-[2-クロロ-5-[4-(ジフルオロメチル)-3-メチル-5-オキソ-
1,2,4-トリアゾール-1-イル]-4-フルオロ-フェノキシ]-2-ピリジル]オキシ]アセテート(C
AS 2230679-62-4)、II-23：2-[[3-[[3-クロロ-6-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-
4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-5-フルオロ-2-ピリジニル]オキシ]-2-ピ
リジニル]オキシ]-酢酸メチルエステル(CAS 2158275-73-9)、II-24：2-[2-[[3-クロロ-6-
[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-5
-フルオロ-2-ピリジニル]オキシ]フェノキシ]-酢酸メチルエステル(CAS 2158274-96-3)；
及びII-25：メチル2-[[3-[2-クロロ-5-[4-(ジフルオロメチル)-3-メチル-5-オキソ-1,2,4
-トリアゾール-1-イル]-4-フルオロ-フェノキシ]-2-ピリジル]オキシ]アセテートからな
る群から選択される、前記除草剤混合物。
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【請求項６】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の除草剤混合物であって、化合物IIが、トリフルジ
ムオキサジン、II-16：エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメ
チル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオ
キシ]アセテート、サフルフェナシル、チアフェナシル、スルフェントラゾン、カルフェ
ントラゾン、カルフェントラゾン-エチル、ホメサフェン、オキシフルオルフェン、フル
チアセット、フルチアセット-メチル、ブタフェナシル、ペントキサゾン、化合物II-17、
II-18、II-19、II-20、II-21、II-22、II-23、II-24、II-25、ピラフルフェン及びピラフ
ルフェン-エチルからなる群から選択され、
　好ましくは化合物IIが、トリフルジムオキサジン、II-16：エチル[3-[2-クロロ-4-フル
オロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジ
ン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート、サフルフェナシル、チアフェナ
シル、スルフェントラゾン、カルフェントラゾン、カルフェントラゾン-エチル、ホメサ
フェン、オキシフルオルフェン、ペントキサゾン、並びに化合物II-17、II-18、II-19、I
I-20、II-21、II-22、II-23、II-24及びII-25からなる群から選択される、前記除草剤混
合物。
【請求項７】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の除草剤混合物であって、化合物IIが、トリフルジ
ムオキサジン、II-16：エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメ
チル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオ
キシ]アセテート、サフルフェナシル、チアフェナシル、スルフェントラゾン、及びペン
トキサゾンからなる群から選択される、前記除草剤混合物。
【請求項８】
　化合物Iと化合物IIとの重量比が1000：1～1：500である、請求項１～７のいずれか１項
に記載の除草剤混合物。
【請求項９】
　液体担体又は固体担体、及び請求項１～８のいずれか１項に定義される混合物を含む殺
有害生物組成物。
【請求項１０】
　望ましくない植生を防除するための方法であって、請求項１～８のいずれか１項に記載
の混合物を、望ましくない植生が存在するか又は存在することが予測される場所に施用す
ることを含む、前記方法。
【請求項１１】
　請求項１～８に記載の混合物の作物の出芽前の施用を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１～８に記載の混合物の作物の植付け前の施用を含む、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１３】
　作物が、イネ、トウモロコシ、しゅく穀類、ワタ、キャノーラ、小粒穀物類、ダイズ類
、ピーナッツ、サトウキビ、ヒマワリ、プランテーション作物、樹木作物、堅果類及びブ
ドウ類から選択される、請求項１０～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　作物が、グルホシネート耐性作物から選択される、請求項１０～１３のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項１５】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の混合物の化合物I及びIIが、同時に、すなわち一
緒に若しくは別々に、又は連続して施用される、請求項１０～１４のいずれか１項に記載
の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５０】
【表７】

　本発明の実施形態として例えば以下を挙げることができる。
［実施形態１］
　以下：
　a) 化合物IとしてのL-グルホシネート及びその塩；及び
　b) 化合物IIとしての少なくとも1種のプロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害
剤；
を含む除草剤混合物であって、L-グルホシネートが70重量％超のL-エナンチオマーを含む
、前記除草剤混合物。
［実施形態２］
　化合物Iが、L-グルホシネート塩としてのL-グルホシネート-アンモニウム又はL-グルホ
シネート-ナトリウム、及び遊離酸としてのL-グルホシネートからなる群から選択される
、実施形態１に記載の除草剤混合物。
［実施形態３］
　化合物IがL-グルホシネート-アンモニウムである、実施形態１に記載の除草剤混合物。
［実施形態４］
　L-グルホシネートが、80重量％超、好ましくは90重量％超、さらにより好ましくは95重
量％のL-エナンチオマーを含む、実施形態１～３のいずれかに記載の除草剤混合物。
［実施形態５］
　実施形態１～４のいずれかに記載の除草剤混合物であって、化合物IIが、アシフルオル
フェン、アシフルオルフェン-ナトリウム、アザフェニジン、ベンカルバゾン、ベンズフ
ェンジゾン、ビフェノックス、ブタフェナシル、カルフェントラゾン、カルフェントラゾ
ン-エチル、クロルメトキシフェン、シニドン-エチル、フルアゾレート、フルフェンピル
、フルフェンピル-エチル、フルミクロラック、フルミクロラック-ペンチル、フルミオキ
サジン、フルオログリコフェン、フルオログリコフェン-エチル、フルチアセット、フル
チアセット-メチル、ホメサフェン、ハロサフェン、ラクトフェン、オキサジアルギル、
オキサジアゾン、オキシフルオルフェン、ペントキサゾン、プロフルアゾール、ピラクロ
ニル、ピラフルフェン、ピラフルフェン-エチル、サフルフェナシル、スルフェントラゾ
ン、チジアジミン、チアフェナシル、トリフルジムオキサジン、II-16：エチル[3-[2-ク
ロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒド
ロピリミジン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS 353292-31-6)、N-
エチル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-
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カルボキサミド(CAS 452098-92-9)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリ
フルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 915396-43-
9)、N-エチル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-
ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452099-05-7)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2-クロ
ロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキ
サミド(CAS 452100-03-7)、3-[7-フルオロ-3-オキソ-4-(プロパ-2-イニル)-3,4-ジヒドロ
-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル]-1,5-ジメチル-6-チオキソ-[1,3,5]トリアジナン-2,
4-ジオン(CAS 451484-50-7)、2-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プロパ-2-イニル-3,4-
ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル)-4,5,6,7-テトラヒドロ-イソインドール-1,
3-ジオン(CAS 1300118-96-0)、1-メチル-6-トリフルオロメチル-3-(2,2,7-トリ-フルオロ
-3-オキソ-4-プロパ-2-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル)-1H-ピ
リミジン-2,4-ジオン(CAS 1304113-05-0)及びメチル(E)-4-[2-クロロ-5-[4-クロロ-5-(ジ
フルオロメトキシ)-1H-メチル-ピラゾール-3-イル]-4-フルオロ-フェノキシ]-3-メトキシ
-ブタ-2-エノエート(CAS 948893-00-3)及び3-[7-クロロ-5-フルオロ-2-(トリフルオロメ
チル)-1H-ベンズイミダゾール-4-イル]-1-メチル-6-(トリフルオロメチル)-1H-ピリミジ
ン-2,4-ジオン(CAS 212754-02-4)、II-17：2-[2-クロロ-5-[3-クロロ-5-(トリフルオロメ
チル)-2-ピリジニル]-4-フルオロフェノキシ]-2-メトキシ-酢酸メチルエステル(CAS 1970
221-16-9)、II-18：2-[[3-[[3-クロロ-6-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリ
フルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-5-フルオロ-2-ピリジニル]オキシ]-2-ピリジニル
]オキシ]-N-(メチルスルホニル)-アセトアミド(CAS 2158276-22-1)、II-19：2-[[3-[[3-
クロロ-6-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミ
ジニル]-5-フルオロ-2-ピリジニル]オキシ]-2-ピリジニル]オキシ]-酢酸エチルエステル(
CAS 2158274-56-5)、II-20：2-[2-[[3-クロロ-6-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-
4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-5-フルオロ-2-ピリジニル]オキシ]フェノ
キシ]-N-(メチルスルホニル)-アセトアミド(CAS 2158274-53-2)、II-21：2-[2-[[3-クロ
ロ-6-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニ
ル]-5-フルオロ-2-ピリジニル]オキシ]フェノキシ]-酢酸エチルエステル(CAS 2158274-50
-9)、II-22：エチル2-[[3-[2-クロロ-5-[4-(ジフルオロメチル)-3-メチル-5-オキソ-1,2,
4-トリアゾール-1-イル]-4-フルオロ-フェノキシ]-2-ピリジル]オキシ]アセテート(CAS 2
230679-62-4)、II-23：2-[[3-[[3-クロロ-6-[3,6-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(
トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-5-フルオロ-2-ピリジニル]オキシ]-2-ピリジ
ニル]オキシ]-酢酸メチルエステル(CAS 2158275-73-9)、II-24：2-[2-[[3-クロロ-6-[3,6
-ジヒドロ-3-メチル-2,6-ジオキソ-4-(トリフルオロメチル)-1(2H)-ピリミジニル]-5-フ
ルオロ-2-ピリジニル]オキシ]フェノキシ]-酢酸メチルエステル(CAS 2158274-96-3)；及
びII-25：メチル2-[[3-[2-クロロ-5-[4-(ジフルオロメチル)-3-メチル-5-オキソ-1,2,4-
トリアゾール-1-イル]-4-フルオロ-フェノキシ]-2-ピリジル]オキシ]アセテートからなる
群から選択される、前記除草剤混合物。
［実施形態６］
　実施形態１～４のいずれかに記載の除草剤混合物であって、化合物IIが、カルフェント
ラゾン、カルフェントラゾン-エチル、ホメサフェン、オキシフルオルフェン、サフルフ
ェナシル、スルフェントラゾン、フルチアセット、フルチアセット-メチル、ブタフェナ
シル、ペントキサゾン、チアフェナシル、トリフルジムオキサジン、II-16：エチル[3-[2
-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラ
ヒドロピリミジン-3-イル)フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート、化合物II-17、II
-18、II-19、II-20、II-21、II-22、II-23、II-24、II-25、ピラフルフェン及びピラフル
フェン-エチルからなる群から選択され、
　好ましくは化合物IIが、カルフェントラゾン、カルフェントラゾン-エチル、ホメサフ
ェン、オキシフルオルフェン、サフルフェナシル、スルフェントラゾン、ペントキサゾン
、チアフェナシル、トリフルジムオキサジン、II-16：エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5
-(1-メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イ
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ル)フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート、並びに化合物II-17、II-18、II-19、II-
20、II-21、II-22、II-23、II-24及びII-25からなる群から選択される、前記除草剤混合
物。
［実施形態７］
　実施形態１～４のいずれかに記載の除草剤混合物であって、化合物IIが、ペントキサゾ
ン、チアフェナシル、トリフルジムオキサジン、II-16：エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ
-5-(1-メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-
イル)フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート、サフルフェナシル及びスルフェントラ
ゾンからなる群から選択される、前記除草剤混合物。
［実施形態８］
　化合物Iと化合物IIとの重量比が1000：1～1：500である、実施形態１～７のいずれかに
記載の除草剤混合物。
［実施形態９］
　液体担体又は固体担体、及び実施形態１～８のいずれかに定義される混合物を含む殺有
害生物組成物。
［実施形態１０］
　望ましくない植生を防除するための方法であって、実施形態１～８のいずれかに記載の
混合物を、望ましくない植生が存在するか又は存在することが予測される場所に施用する
ことを含む、前記方法。
［実施形態１１］
　実施形態１～８に記載の混合物の作物の出芽前の施用を含む、実施形態１０に記載の方
法。
［実施形態１２］
　実施形態１～８に記載の混合物の作物の植付け前の施用を含む、実施形態１０に記載の
方法。
［実施形態１３］
　作物が、イネ、トウモロコシ、しゅく穀類、ワタ、キャノーラ、小粒穀物類、ダイズ類
、ピーナッツ、サトウキビ、ヒマワリ、プランテーション作物、樹木作物、堅果類及びブ
ドウ類から選択される、実施形態１０～１２のいずれかに記載の方法。
［実施形態１４］
　作物が、グルホシネート耐性作物から選択される、実施形態１０～１３のいずれかに記
載の方法。
［実施形態１５］
　実施形態１～８のいずれかに記載の混合物の化合物I及びIIが、同時に、すなわち一緒
に若しくは別々に、又は連続して施用される、実施形態１０～１４のいずれかに記載の方
法。
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